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【要 旨】
本科の卒後教育として立ち上げた「管理栄養士国家試験受験のための支援講座」の教育

内容を見直すことを目的として、平成２１年度から平成２６年度までの６年間の本講座受講生
を対象に満足度調査を実施し、今後の課題を検討した。その結果、職域別にみると、病院
（直営）、福祉施設、給食受託会社に所属する者の合格率が高く、保育園に所属する者は
低い傾向がみられた。また、受講状況が良好であり、ほぼ毎日継続的に３時間以上学習し
た者の合格率が高いことがわかった。受講者が特に苦手とする科目は「人体の構造と機能
及び疾病の成り立ち」、「基礎栄養学」、「臨床栄養学」であった。本講座の難易度、理解度、
満足度及び役立ち度は良好の結果が得られた。今後の課題として、特に保育園に所属する
受講生に具体的な数値目標を設定させる等の細やかな指導が必要であると思われた。受講
生全体に対しては、毎日３時間以上の学習時間を確保し継続的な学習をすすめ、苦手とす
る科目・出題基準改定により出題数配分が変更となる科目を強化して合格率向上に努めて
いきたい。

【キーワード】
卒後教育 管理栄養士国家試験 教育効果

１．緒言

厚生労働省が実施する管理栄養士国家試験の
受験資格は、「修業年限が２年である栄養士養

成施設を卒業して栄養士の免許を受けた後、厚
生労働省令で定める施設において３年以上栄養
の指導に従事した者」とされている１）ため、本
科卒業生で管理栄養士を目指す者は、卒業後に
実務経験を積む期間を利用して、仕事と並行し
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図１．管理栄養士国家試験合格率推移（全国）２）
資料：厚生労働省健康局がん対策・健康増進課栄養指導室
※第２４回（平成１８年）国家試験以降の資料を一部抜粋
※第２５回（平成２３年）東日本大震災に伴う追加試験は資料に含めていない

図２．管理栄養士国家試験合格率推移（学校区分別及び本講座）２）
資料：厚生労働省健康局がん対策・健康増進課栄養指導室
※第２４回（平成１８年）国家試験以降の資料を一部抜粋・一部改変

て国家試験の受験勉強を行わなければならな
い。
また、全国の合格率２）は年によって格差がみ

られるが、３０～５０％台となっており比較的難易
度の高い国家試験となっている（図１）。合格
者の内訳２）は図２の通りであり、合格者の約９
割を管理栄養士養成課程（新卒）が占めており、
栄養士養成課程（既卒）の合格率は１０～２０％台
と極めて低いのが現状である。
したがって、本科のように栄養士養成課程

（２年制）の卒業生が管理栄養士免許を取得し

たいと希望した場合、自宅学習などの独学で国
家試験に挑戦し合格する事は極めて困難であ
り、卒後教育として受験を支援する対策講座を
立ち上げることが急務であると考えた。
そこで、平成２１年度より「管理栄養士国家試

験受験のための支援講座」を開催し受験科目の
試験勉強を支援してきた。その結果、第２９回国
家試験（平成２７年）の本講座受講生の合格率は
４５．５％であり、全国の栄養士養成課程（既卒）
合格率の２２．８％をはるかに上回る結果を得るこ
とができた（図２）。
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第２０回（平成１８年）～
第２９回（平成２７年） 第３０回（平成２８年）以降

試験科目（９科目） 出題数 出題率 出題数 出題率

１．社会・環境と健康 ２０問 １０．０% １７問 ８．５%

２．人体の構造と機能及び疾病の成り立ち ３０問 １５．０% ２７問 １３．５%

３．食べ物と健康 ２５問 １２．５% ２５問 １２．５%

４．基礎栄養学 １４問 ７．０% １４問 ７．０%

５．応用栄養学 １６問 ８．０% １６問 ８．０%

６．栄養教育論 １５問 ７．５% １５問 ７．５%

７．臨床栄養学 ３０問 １５．０% ２８問 １４．０%

８．公衆栄養学 ２０問 １０．０% １８問 ９．０%

９．給食経営管理論 ２０問 １０．０% ２０問 １０．０%

応用力試験 １０問 ５．０% ２０問 １０．０%

計 ２００問 １００% ２００問 １００%

表１．管理栄養士国家試験科目と出題数３）

しかし、平成２７年２月に受験科目の出題基準
の改定３）があり、第３０回国家試験（平成２８年）
から新たな出題基準で実施されることとなった
（表１）。そのため、本講座の内容を振り返り、
これまで以上に合格率を高めるために教育内容
の見直しを行う必要があると思われた。

そこで、本講座の教育内容の見直しを検討す
ることを目的として、平成２１年度から平成２６年
度までの６年間の本講座受講生を対象に満足度
調査を実施し、得られた結果から今後の課題を
検討したので報告する。

２．講座の内容（表２）

本講座は、管理栄養士国家試験受験を希望す
る卒業生をはじめ、大分県内で働く栄養士を対
象に、学内外の講師が支援講座を行っている。
実施時期は毎年８月から受験直前の２月終わり
までの７ヶ月間としている。仕事をしながらの

受験勉強であるのに加え、休日の設定が施設に
よって異なるため、開講日時を平日（水曜日）
の夜（１８：２０～２１：００）とした。支援講座を全
２０回（全ての受験科目）と直前対策講座を全４
回（受講生が特に苦手とする科目を中心に４科
目）実施している。また、定期的に全国統一模
擬試験の結果を得ることにより、客観的に自己
分析できることからRDC管理栄養士センター
の模擬試験を本学にて３回実施している。

３．受講生と合格者の属性（表３）

平成２１年度から平成２６年度までの受講生と合
格者の属性を表３にまとめた。年齢別でみる
と、受講者の約８割が２０代の卒業生であり最も
多かった。合格者の割合も２０代が最も多く
７６．２％、次に３０代で１６．７％と多かった。
養成施設別にみると、受講生の８３．８％が栄養

士養成課程（２年制）で最も多く、他は管理栄

対象 本学卒業生及び大分県で働く栄養士
３０～４０名

実施時期 毎年８月～２月（７か月間）

開講曜日 毎週水曜日

開講時間 復習テスト １８：２０～１８：３０

講義 １８：３０～２０：３０

質疑応答 ２０：３０～２１：００

講義回数 支援講座全２０回

直前対策講座全４回

全国模試 全３回

表２．講座の内容
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養士養成課程（編入生）７．０％、管理栄養士養
成課程（他大学）が６．６％であった。本講座は
栄養士養成課程（２年制）を卒業した者だけで
なく県外などの他校の卒業生や本科から管理栄
養士養成課程に編入した学生も受け入れている
ため、このような割合となった。合格者の割合
が最も多いのが栄養士養成課程（２年制）で
６４．３％であった。
職域別にみると、受講者の２３．２％が給食受託

会社と最も多く、続いて病院（直営）が１８．９％、
保育園が１４．９％、福祉施設が１４．５％と多かっ
た。合格者の割合は学生（編入生）が最も多く
２８．６％、続いて病院（直営）と福祉施設が
２１．４％、給食受託会社が１４．３％と多かった。保
育園に所属する卒業生の受講する割合が多い
が、合格者の割合は２．４％と最も少なかった。
このことから、病院（直営）と福祉施設、給

食受託会社に所属する受講生では合格する者の
割合が多く、逆に保育園に所属する者では少な

くなることがわかった。

４．受講生の満足度調査

４－１．調査対象及び調査方法
本講座の教育内容の見直しを検討することを

目的として、平成２１年度から平成２６年度までの
受講生１２４名を対象に本講座の満足度調査を実
施した。調査に際して調査の目的、内容及び記
入方法、調査結果から個人が特定されないよう
に配慮する事を記した説明文を添付して質問式
調査用紙（表４）を郵送にて配布し回答を得た。
回収率は２９．８％であった。調査時期は平成２７年
８月～９月であった。
４－２．調査内容（表４）
受講生の基本情報として、「年齢」、「卒業し

た養成施設の種類」を調査した。受講状況と学
習状況については、「出席率」、「取り組む姿
勢」、「１週間あたりの学習日数」、「１日あたり

受講生 合格者

人※１ ％ 人※１ ％

総 数 ２２８ － ４２ －

年齢構成 ２０代 １８９ ８２．９ ３２ ７６．２

３０代 ２０ ８．８ ７ １６．７

４０代 １１ ４．８ ２ ４．８

５０代 ８ ３．５ １ ２．４

養成施設 管理栄養士養成課程（他大学） １５ ６．６ ４ ９．５

管理栄養士養成課程（編入生） １６ ７．０ １０ ２３．８

栄養士養成課程（２年制） １９１ ８３．８ ２７ ６４．３

その他 ６ ２．６ １ ２．４

職域 病院（直営） ４３ １８．９ ９ ２１．４

福祉施設 ３３ １４．５ ９ ２１．４

保育園 ３４ １４．９ １ ２．４

学校 １３ ５．７ ２ ４．８

給食受託会社 ５３ ２３．２ ６ １４．３

無職 ２ ０．９ １ ２．４

学生（編入生） ２６ １１．４ １２ ２８．６

その他 ２４ １０．５ ２ ４．８

表３．受講生と合格者の属性 （平成２１年度～平成２６年度）

※１ 人数は延べ人数とした
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の学習時間」、「得意科目（複数回答可）」、「苦
手科目（複数回答可）」を調査した。
講座内容については、「難易度」、「理解度」、

「満足度」、「役立ち度」を調査した。
４－３．調査結果・考察
回答が得られた対象者の年齢構成、養成施設

の別、合否の別を表５に示した。２０代の受講生
の割合が最も多く５６．８％、次に３０代が２７．０％で
あり、２０代と３０代の受講生で約８割を占めた。
卒業した養成施設は、栄養士養成課程（２年制）
が最も多く７３．０％、次に管理栄養士養成課程が

１８．９％と多かった。管理栄養士養成課程の受講
生は本科を卒業後に編入した者がほとんどであ
る。その他は専門学校等の栄養士養成課程が
８．１％であった。回答者の内６７．６％が合格者、
３２．４％が不合格者であった。
受講状況の指標である出席率と意欲度を合否

の別で比較した（図３、図４）。合格者の出席
率 は、「９割 以 上」が４０．０％、「７～８割」が
４４．０％であり出席状況の良い者が全体の８割以
上を占めたのに対し、不合格者は「９割以上」
が２５．０％、「７～８割」が２５．０％と受講状況が

表４．質問式調査用紙
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良い者は全体の約５割であった。意欲的に取り
組んだかの問いに対しては、合格者の「そう思
う」が４８．０％、「どちらかといえばそう思う」
が３２．０％と全体の８割が意欲的に取り組んだと
答えた。不合格者では「どちらともいえない」
が最も多く５８．３％であった。したがって、出席
率が高く意欲的に取り組み、受講状況が良好で
あった者が合格する確率が高かったといえる。
学習状況の指標である１週間あたりの学習日

数と１日あたりの学習時間を合否の別で比較し
た（図５、図６）。合格者の１週間あたりの学
習日数は「毎日」が５２．０％、「５～６日」が２４．０％
であり、ほぼ毎日学習している者の割合が約８
割を占めたのに対し、不合格者では「１～２日」
が最も多く４１．７％、次に「３～４日」が２５．０％
であり学習日数が少ないことがわかった。合格
者の１日あたりの学習時間は、「６時間以上」
が１２．０％、「５～６時 間」が８．０％、「３～４時
間」が５２．０％と３時間以上学習した者の割合が
全体の約７割を占めたが、不合格者では全体の
約３割と少なく、「１～２時間」が最も多く
４１．７％であった。学習状況について、ほぼ毎日
３時間以上、継続的に学習した者が合格する傾
向が高いことがわかった。
受講者の得意科目と苦手科目を照らし合わせ

ると（図７）、苦手科目より得意科目の割合が
高かったのが、「応用栄養学」、「栄養教育論」、
「給食経営管理論」であった。逆に得意科目よ
り苦手科目の割合が高かったのは、その他の科

目全てとなるが、特に苦手意識が高いのが「人
体の構造と機能及び疾病の成り立ち」、「基礎栄
養学」、「臨床栄養学」であり、回答者の約半数
が苦手科目と回答した。
講座の難易度を合否の別で比較した（図８）。

合格者は「丁度良い」が６８．０％、次いで「難し
い」と「易しい」が１２．０％であったが、不合格
者では「丁度良い」が５０．０％、「難しい」が４１．７％
と「難しい」と答えるものの割合が多かった。
難易度は、国家試験の学習を開始してからの年
数や、受講年数によって難易度の捉え方が変
わってくるように思われた。理解度は「そう思
う」が３２．４％、「どちらかといえばそう思う」
が５１．４％であり、全体の約８割の回答者が理解
していると答えた。満足度は「そう思う」が

項 目 人 ％

年 齢
構 成

２０代 ２１ ５６．８

３０代 １０ ２７．０

４０代 ４ １０．８

５０代 ２ ５．４

養成施
設の別

管理栄養士養成課程 ７ １８．９

栄養士養成課程（２年制） ２７ ７３．０

その他 ３ ８．１

合否の
別

合格 ２５ ６７．６

不合格 １２ ３２．４

表５．アンケート回答者の属性 （n＝３７）

図３．出席率

図４．意欲度
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３２．４％、「どちらかといえばそう思う」が４８．６％
であり、約８割の回答者が満足していると答え
た。役立ち度は「そう思う」が５４．１％、「どち
らかといえばそう思う」が４０．５％であり、回答
者の９５％が役立ったと答えた。講座の内容につ
いては、難易度は丁度良く、理解度、満足度及
び役立ち度は良好の結果が得られ、満足度の高
いものとなっていることがわかった（図９）。

５．今後の課題

この度の６年間に渡る本講座の教育内容の見
直しを行った結果、以下のことがいえる。
⑴ 職域別にみると、病院（直営）、福祉施設、

給食受託会社に所属する者の合格率が高
く、保育園に所属する者は低い傾向がみら
れた。

⑵ 受講状況が良好な者（出席率が高く、意欲
的に取り組んだ者）の合格率が高いことが
わかった。

⑶ 学習状況は、１週間あたりの学習日数がほ
ぼ毎日（「毎日」、「５～６日」）で、かつ１
日あたりの学習時間が３時間以上の者の合
格率が高いことがわかった。

⑷ 受講者が比較的得意とする科目は「応用栄
養学」、「栄養教育論」、「給食経営管理論」
であり、特に苦手とする科目は「人体の構
造と機能及び疾病の成り立ち」、「基礎栄養

図５．学習日数 図６．学習時間

図７．苦手科目と得意科目
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学」、「臨床栄養学」であることがわかった。
⑸ 本講座の難易度は国家試験の学習を開始し

てからの年数等によって変わるが、概ね
「丁度良い」という結果であった。

⑹ 理解度、満足度、役立ち度は高い評価が得
られた。

今後の課題として、保育園に所属する者の受
講率は高いが、合格率が低い傾向がみられるた
め、指導を強化する必要があると思われた。保
育園は栄養士・管理栄養士の必置義務がないた
め、職場から管理栄養士免許取得を強く求めら
れることもなくゆっくりと学習する傾向が見受
けられる。また、管理栄養士免許を取得しても
職場での地位の向上、昇給が保障されていない
ことも原因の一つと予想される。こうした背景
から、保育園に所属する者の管理栄養士免許取
得後の業務目標を設定し、国家試験受験に挑戦
する意義を明確にすることや、今年度中に何点
以上の獲得を目指し、何年後の合格を目標とす
るのか等の具体的な数値目標を設定するように
促す必要があると考えられた。
受講生全体に対しては、出席率を向上させ、

学習時間を毎日継続的に３時間以上確保して学
習に臨むよう促す必要がある。
開講科目の設定については、特に受講生が苦

手とする「人体の構造と機能及び疾病の成り立
ち」、「基礎栄養学」、「臨床栄養学」の開講頻度

を多くして、苦手科目の正解率を向上させてい
く必要があると思われた。加えて、第３０回国家
試験（平成２８年）から新たな出題基準で実施さ
れるが、出題数の配分が変更される事が大きい
ポイントである。具体的には「社会・環境と健
康」、「公衆栄養学」を中心とする５問と、「人
体の構造と機能及び疾病の成り立ち」、「臨床栄
養学」を中心とする５問を「応用力試験」に含
めることとされた３）。これまで受講生が苦手と
してきた科目について、さらなる応用力が問わ
れることとなり一層の強化が望まれる。
また、仕事と勉強との両立が難しい中での国

家試験受験は大変難しく、合格を獲得するまで
に３年以上の年数を経過する者が多い。した
がって、在学期間中の早い時期から動機づけを
行い、短大卒業後直ちに国家試験の勉強に取り
かかるよう促す必要があると考えられた。そし
て長期間にわたる継続的な学習を促すために
は、精神的・心理的なサポートが重要であり、
細やかな声掛けを行い、さらなる合格率向上に
努めていきたい。
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